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構成学としての和服教材
－考えかたと指導－
短大において被服を専政した人の能力の一つとして，
ほんとの意味で着る能力と，将来を見通し推進できる能
力を意図したい。広義の構成学的思考から現代の衣服を
考察し，やがて考案設計して主体的に衣生活を営み，衣
服文化の一端を担う意欲と能力をめざしたいと考える。
和服は直線縫合の平面楷庇をもって，着装に及んで立
体に構成するという基本原則にそって，最初の教材・
単衣長者を日々着用の洋装の理解にあわせて，Ⅴネッ
ク・ベルトカラーのダブル前合わせによるロソグのジャ
パニーズ・ドレスという形の把握で導入する。そして，
教材としての長者の要素作業分析を周到に行い，青年の
心情に即してこれを組み立てる。理解，製作の過程は，
女の業としての宿命的な繰り返しや，おしつけた努力を
期待することはできない。習って覚える形式から脱皮し
て，学としの知的な基盤にたって，考えてわかって試作
することによって技術を獲得するのである。
既報（15号）のように，技術は技術分析によりその技
術を理論化し，技術を確実にする理論を打ちたてるのが
研究であると考える。何故そうするのかと先づ理論的に
把超しそれを試行の形で製作過程において意識的適用を
するのが実習であって，必ず納得のできる結果を生ずる
答である。これが現代の技術指導であると考える。また
その指導にあたっては，これも既に報告（22号）したよ
うに，運針によるクレペリン作業検査等も試み，学生の
理解・個人指導の適正につとめ，時に応じて心的条件の
好転を計ったり，意志発動の能力を高める等教師として
の研究と工夫によって青年の意請い特質にふさわしい指
導につとめる。
そして，製作の巧拙は，学生の先天的な手先の器用さ
や理論の理解力・理解の動的伝達力だけでなく，学生の
性格・身体と精神の健康がそうさせる態度によっても決
まるものと考えている。常に客観的位置匿おいて指導に
あたるのが教師である。
以上，技術指導の在り方として考えるように至って行
ってきた和服の指導の一部を報告する。
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1　形と寸法
融通性ある寸法で画一的に仕立てられた従来の和服
を，各自の体の形態的因子と運動的国子の測定から，そ
れぞれの体格及び動作に適した自分の和服・きものを計
画する。
1）総身巾
前を抱き合わせて，上前の衿下を右腸骨辣・腸稜点
（図2・B点）で合わせると，－足長27cm〃30cmの歩
行で凡そ5cmの裾開きにも応じ，好ましいシルエット
を保ち得る。
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BM′B′＝2後巾　BM月′＝社巾＋前巾　である。学生
相互に計測して各寸法を得る。
被検老短大1年生　44名を計測し，最多少各2名宛を
除いて寸法を考察すると，腸骨殊・腸稜点における周径
は，H・Lにおける周径位より2cm′）4cm少く、図2
による捨身巾は，周径寸法の1．43倍～1．45倍であった。
しかし，1年から2年への1ケ年間のこの部位の寸法
変化が著しく，また，腸稜点の見つけ難い体格もある
ので身巾の決定には，もう一法をも用いて比較検討をも
している。腹囲から措き合わせに必要な総身巾を算出し
て，これを社巾と前巾・後巾に分割する。従来の標準寸
法から比率を考えると
裾巾：前巾＝15：23　幸2：3
前巾：後巾＝23：28　幸4：5
よって　　柾巾：前巾：後巾＝8：ユ2：15　の比として
各自の計測値から計算値を出す。計算値は0．5cm単位
に切り上げて寸法を決め，第一作を試作して着用し検討
する。前法の方が後巾が広い傾向にある。
最初のウール長者は基本構成把蛙のために並巾布一反
物を購入し作製するが，やがて卒業前には，構成の変
図3
枚先が下垂の上肢指先より長ければ若い人向き，年令と
共に掌中に納めるよう短くするとすっきり見える。
6）ゆき（肩桁）
図4の如く，上肢を．水平に挙げて頸椎点から尺骨茎突点
までの寸法である。身長の伸びに伴い，並巾布二布によ
る　　袖巾＋肩巾　　では不足の備向にある。しかし上
肢を下垂するときは，図3の如く，手首は袖口止りに位
置し，袖山は外側に斜線を形成して美の一部となる。よ
って着用時には，
肩峰点～茎突点
化・縫いめの省略の設計も試みる。
2）シルエット
図1に．みるように，下肢・膝下のふくらはぎと体側より
の垂直線を床上に下し，その距離を計ると，3′、ノ4cm
の開きがあるので，着装シルエットを美しくするため
・に，衿下寸法の位置から脇線を，前後共に裾までで2
cm細く入れている。
3）身丈
着丈におはしょり分を加えて，凡そ身長と同じくしてき
たが、帯よりおはしょりの山を7cm下るを容姿上よいと
すると，若い人の腰紐は腸稜点より上の傾向であり，帯
も低いめにしめる債向になっているので身長より5cm
程は多くしたのが着付けよい。
4）衿下寸法
腰紐の位置より4，5cm少くするのが着くずれ少く，
上前襟先上りを5cmとするので計測値からこれを引い
た寸法と従来の警とを比凱て決める。
5）袖丈
年令・流行・着用日的により変る唯一の個所であるが，
標準を苧とし，図3の如く，
図4
ということになって，4．79cm余りは長く着れることを
考慮して仕立上可能な寸法で決める。
7）きせ（被せ）寸法
出来上り寸法に加えて襟付けを行う従来の方法をやめ
て，縫いめにより適切なきせ量を正確にかけることを前
提に，採寸からの計算値を切り上げており，仕事の簡素
化を優先させる。その畳は普通をル1cmでは少く0．2cm
では多いとして0．15cm，十分にの個所は0．2cm，引張
りの加わらない外見上多くを必要とするところは0・3cm
′）0．4として所を選ばせている。
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2　裁断
和服地用織機で業界サイドの企画で織られ，市販され
ている一反の全部を使って一枚の着物を作るという考え
から脱皮し，最初の製作で並巾一反物を使用する場合で
も洋裁と同じく，体格・着用・構成の理解に即して自分
の各布の必要量から見積る。そしてそこに生ずる過不足
畳を処理するという過程をふみ，以後膵入する場合は，
その表示をみて選択し，やがて消費者サイドで社会を見
ていく手がかりとする。
最初の製作であるが，衣服計画から日常着としてのウ
ールの単衣長者を教材とした。既報（29号）の相互技術
の相関研究結果にてらしても無理なく位置づいている。
裁いて帯を製作して着用し評価しあい，感覚の育成もね
らっている。各自は計画と製作のすべてを検証する。
3　模付け
図5
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社つけを図5のように斜線にするのほ前布の斜線と相
まって裾を篠先上りに仕立てるために構成上重要である
ことを，作図上に重ねを試み理解する。なお，着装結果
から，図5に示すように衿下より上部の債斜度は下部よ
り多くするのが衿元の打ち合わせによい結果を得た。
この斜線によって社布だけで0．7cmの棒先上り，前身
頃の斜線による凄先上りを合わせて2．8cm′）3．2cmの上
りを呈して着くずれの少い着物が得られた。
なお，社の斜線は布巾或は縫い込み塵から斜めを作り
出す等の方法があるが，個々の丸布巾等により傾斜度
が一定しないので，襟発上りを目的とする故上述の方法
が合理と考える。
4　縫合
入学当初，非常に低い運針技術であるが，既報（15号）
のように，運針の技術分析による正確な段階指導によっ
て正しい運針法を把達し，ドリルによって或程度定着で
きた五月末から裁断までの研究を径て縫製にはいる。既
報（15号，17号，18号，22号）等による縫いめの実験的
研究の結果にそって指導する。
1）布の釣合い
平らな釣合いとは同寸を合わせるということであるが，
横付けの相対する標と標に待ち針して釣り合わせてしま
うのでなく，美しい縫いめを論理的感覚的にとらえたう
えで，縫い上りの糸こき，アイロソ，被せ等ともあわせ美
しい縫いめを求め自ら評価し，平らな結果を得させる。
技術の指導は良い感覚的把握を経なければ，ハイレベル
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の技術には達しがたい。仕事台の上に一枚を置きその上
に一枚を置いていく方法が布の自然な状態で平らに釣り
合っていく。
ゆるくという釣合いは，ゆるい寸法畳を決めて標を合
わせていく方法でなく，布の厚さや状態のちがいがある
ので，外廻り，内廻り，ふくらみ等その様相・位置のま
まで釣り合わせる方法をとり，経験伝授の方法をとらな
いこととする。
また標付寸法がその手順から同寸にならない個所も平
らに釣合わせなければならない，例えば，社つけ，袖つけ
である。図5に示すように上程の標は前身頃の探つけ後
の社丈を計り，この社丈を妊布上に探した後で妊布の耗
つけ斜線の標をする。この手順で社布の柾つけ寸法は常
に身頃より長い。
図6
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そこで在つけの釣合いは，必ず裾の操を基点に，傾斜
度のちがう前布と在布の二枚を平らに釣り合わせつつ卸
先に及び，前身頃の卿先の標をもって社つけを終る。社
布の麒先の標迄の余り寸法は，計算値と実測値の両方か
ら検澄する。また，左右同じであるかによって自己の仕
事の正確さをたしかめることとする。
2）縫いめの針目と，折り，被せ
針目の大きさは，既報（15号・17号・18号・22号）の結
果にもとづいて，縫い即こ及ぼす革角方向の力に応じて
大なるときは細かく，或は返し縫いとする。
脇乱柾の縫いめの折りは，体側やや前よりに垂れる上
肢の自然な動きを，人間工学的に観察して，先人のなし
た前布，在布へ折ることの妥当性を理解する。
被せ量は，普通免として莫しい縫いめを期待する。
3）留め
留めは被せ山をしっかり留めて，被せのとれのない糞し
き，綻びに備えるという目的に叶うよう位置と方法を考
える。図7のように，抄い返し留めとする。
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4）衿肩明　周辺の衿つけ
仕立直しに備えて，身頃布中央へ緯直線の斬り込みのみ
で，後衿つけの美しさを表さなければならない。唯一の
曲線で構成するこの部分は，直線の衿布を曲線に縫合し
なければならない。釣り合いも，文献には，ややゆるく
と表現するのが多いが，確実な一度で得る技術になりに
くい。そこで次の方法をとる。
図8
（1）衿肩明寸法はブラウスのN・L．と比較して
昔＋1cmがよいようであるが，個人差が少い
ので標準の衿肩明寸法で製作し，着装して検討
する。
（2）人体に美しく繰り越して着装した衿つけライソ
をえがき出して図8の線をつくる。この衿つけ
曲線の作図によって各部の採寸をする。
イ）a，bは吉衿肩明，直線部分点右で号衿扁
明となり，曲線部分と同寸
ロ）切り込みより0．5cmで美しい曲線
ハ）　eほ剣先
ニ）dはa，b，Cの曲線を剣先へ白魚に連
続するための肩より3cm
（3）作図によって採寸した
a，b，C＝9，4cm
C，d　　＝　3．3cm
d，e　　　＝20．1cm
上のそれぞれの寸法を衿布に標して順に待針を打
つ。曲線の部分は，小針で針を抜かずに縫い続けると
莫しい曲線となる。
（b，C間は直線の衿が浮いてゆるく見える）
5）衿つけ始末
ボディに衿のついた身頃を着せ，前を打ち合せて，衿つ
け縫い込み部分の布の態を観察する。後衿肩明縫い込
図9
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み，前身頃縫い込みのつれ様や卸先縫い込みの位置によ
る蓑靡先部の美しさ等を考察すると整えかたが自ら決
る。前身頃縫い込み部分を斜め下方（図9矢印）に十分
伸しておいて図9のように始末することを理解する。
ここで，和裁の切り落さない縫い込み始末の構成上の
原則は，厚さの平均につとめ，材質の異るものが量ると
き，布方向のちがう場合等，着用乃至は洗浄による布縮
みからくるくるいに対応するゆとりをもちながら，中で
まるまらないための綴じかたは，図9のように斜め躾に
して糸をゆるめておくことである。
6）袖の丸み
男女をとわず，枚は丸みをつけている。
生活に伴う上肢の動作による枚先の動きを観察すると，
汚れ，摩擦，損傷など角より丸くあることをよしとす
る。先人のなした和服の技術の各所の経験的手段に合理
性を認め，感じ考えさせるとき，ただ単に技術の教育で
なく，技術を通しての教育が意図できると考える。
また，丸み作りにおいても，曲線構成の洋裁における
切り落しの方法をとらず，仕立直してだいじに材料を使
うための始末法を工夫し来るところに東洋的思考の一端
を思うこともできよう。
袖丈とともに，その丸みの大小は，性，年令，着用の
場に応じている。
丸み作りは図10のように理論的技術をもってすべて美
しい丸みに仕上げ得る。
図10
（1）縫い込みなる部分をひだ寄せによって解決する
（2）ひだは平均することによって，美しい‡円の弧
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を作り出す
（8）ひだは小さく数多い方が角を生じない。
（4）人為的に可能なひだ数を考える
（5）ひだの方向は丸みの円の中心に向っている
以上の条件をもつ袋をとるための方策を考える。方向
と数を決めるためお下縫いを図11のようにする。
図日
a
（1）b，Cは一日おとし縫いで糸はとめないでおく
（円の中心に向う線上に揃えて一目おとすと塵
取りに有効）
（2）aほひだ取りb，C線が作る角を消すための細
か縫い
（3）ひだ取りのための（1糎）を易くするには】試作に
よってaは丸み縫いより0．4cm，b，Cはそれ
ぞれ1cm弱程づつの間隔がよい。
（4）丸み線を引いた型を当ててひだをとるに，ひだ
が密着するために一目おとしの小針を外袖にす
るがよい。
（5）袖下下縫いの折は内袖に折る
（6）塾にはめて，a，も，Cの順に糸を引きしめる
と自然にひだが中心に向って揃ってとれるの
で，その山を整えて押えていく
上述の理にしたがい順に行うと誰でも一度でよい丸み始
末ができ，ひだの整ったところで考察すると，丸み縫い
めの糸がやや浮くのがわかる。
丸み縫いめは被せ分だけ内廻りの円となるのでその弧
の長さは短くなる。よって，丸み縫いめの糸こきはその
分だけ少なめでよい事に気付かせる。また布が厚かった
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り，袷など枚数が多くなると半返し縫いもよい客を考え
及ばせる。
7）袖つけ
袖巾は，ゆきの一部であり，重ねて着用する和服の袖口
部分の揃いの美しきのため料も　正確を期さなければな
らない重要な個所である。よって，単衣でも袷でも袖の
仕上ったところで，袖巾棟をするのが適当と考える。
身頃の袖つけ標寸法と，袖の袖つけ寸法とは合致しな
い。身頃の凍つけは肩山より袖つけ寸法を採寸標した後
で肩山から脇縫へ及ぶ斜線が袖つけである。よって，身
頃の袖つけ寸法は，直角三角形の高さと斜線の関係にあ
る。加えて，袖つけ縫いは，振りの折り始末の延長とし
て，袖側に折るので，肩山部分は袖布が外廻りになるか
ら袖布の方が長がめになる管である。
そこで，山から待針して釣り合わせ一　順次袖つけ標に
及び，身頃の余分の寸法は身八ツロ寸法に加え，袖つけ
は袖つけの標止りとする。
着衣時の袖つけ縫いめに及ぼすカの方向は，縫いめに
直角の方向である。よって運針の針めを重視し，小針，
良質の運針が求められ，糸こきをよくし，被せを少くか
けることが必要である。
図12
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袖っけ縫いめを袖の方へ折るために身八ツロの処置と
して折りづけにしなければならない理解をしたうえで，
図12のような抄いかたを考える。身頃は布目を通して抄
わないと，布がよじれて表側へひびくことになる。初心
者には，脇返しのように，返し山を二度縫いして整え
て，折りづけを理解させると容易である。
以上，経験のない学生に，初数材の特に理解のうえに．
たった技術指導の一部を報告した。
5　帯
ウールの単衣長者の製作に引続き，和装のポイソトと
位置づけて帯を教材とする。帯圧等衛生上の課題の認識
から改良帯としての名古屋帯を設計する。従来の帯地を
用いず，材料をひろく洋服地も含め，各自が選び，考え
て活用し，必要量を構成的把壇で組立て接いで整え，そ
の創作性を重視する。着物との調和，材料の効果的使用
のために，刺繍，染色他事芸的技術を活用し，趣味練成
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の場ともしたい。また，この材料選びには近代産業との
かかわりあいを考える放ともしたい。
帯しんは軽い不織布のものを使用する。既報（24号）
の改質研究にも及び，衣服材料の物性，化学的加工等を
構成学実習に活用する磯ともしたい。
製作の過程では，特に正確な技術の基礎的訓練の場と
して好適と考えて道具の使いかたも厳しく技術者として
心技一体に及びたい。
長者と帯の仕上ったところで，着装し，和室で動作
し，課題をもって製作した事の検証をする。動作特に上肢
・下肢の動作に伴う和服の機能性にも気付かせ（既報23
号），和服の今後を考える素地をもつくりたい。
6　拾，袖口の四ツ留め
和服の技術指導上定著しにくいとされ易い袷袖の袖口留
めの指導の考え方の試みを報告する。
1）順序は覚えるのでなく，布の重なり順がわかるこ
とにより，順序は考えられ，これを美しく表現する為の
抄う位置が決まる。おのずから他のどの四ツ留めについ
ても考えて正しく留め得る。
2）糸は布地の経緯糸の強さとのバラソスから宇縫糸
一本とする。
3）留めの結果を高い技術にするためには，袖布の中
側で布扱いをするよりも，表袖をみて外側からするのが
正確で扱いよい。
4）往復の糸結びは，袖口布を掛けて二重布になって
いる襲袖布の中とするのが合理的である。結んだ糸も表
にひびかない。
留めかたは表1に示す
針　　の　　順 儻ｨ???z 傴H?*H?見'R?ｴ■い　か　た 
4123 5876 表甚裏表 浣内外誌 の袖袖の ■表表 ??ｭ　内　袖 ?8?*ｸ????ｩら山 
ノ2 ?H?､??2?Eふ　き　山 ?8*ｸ?*?ydH+X.ｲ?
3 儷ﾈ?､??2?ｫ・せ　山 囘H*(+X.ｸ*?x*ｸ+伜"?
4 儷ﾈ?>??2?ｳ　せ　山 ?ｸ+伜(/???
5 儷ﾈ?>??2?ｫ　せ　山 店-b?
6 儷ﾈ?､??2?ｫ　せ　山 ?ｸ+伜(*?ydH*(+X.ｲ?
7 亂ﾘ?､??2?ﾓ　き　山 囘H*(+X.ｸ*?x-8*ｸ??
8 ?(?>??2?ﾓ　き　山 ?8*ｸ?/?h-b?
注　1と8の糸をしっかり震動をつかってしめて結ぶ
以上の考えかたで指導しきたってみるに，興る他の留
めかたへの発展もよく定着率も高いと考える。
おわり－こ
卒業論文が必修になっていない短大での研究の仕上げ，
現在の産業構造における業界サイドの材料による構成研
究の仕上げとして，また今後引き継ぎ求められる必要技
術を考えて綿布袷長者を卒業製作としている。
訪問着の絵羽模様合わせによって，寸法，斜線構成，
縫合を，染色工芸師による市販の材料にどう具現できる
か，現代機構のなかでどう問題把握し提起しなければな
らないかを考える機会ともしている。
研究と指導の結果をつみ重ねての歩みであったが，2
年後期の選択になっているカリキュラムに於て44人中37
人（84％）の選択に驚きさえ感じ，次の改訂には必修に
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変更している事も適当であったかと考えている。
文献
」、林典夫　人間の理解18′、ノ218
郡山女短紀　被服工作の心理的研究1965　30′〉68
日本人間工学会　被服と人体166′、ノ171
長野県短大紅　衣服工作の技術相等15号（1960）4′〉
ク　　　　和月艮縫い目について15号（1960）48′、ノ
〃　　　　　　　　〃　　　　17号（1962）59′〉
ク　　　　　　　　ク　　　　18号（1963）56′・ノ
〃　　　　　　　　〃　　　　　22号（1967）47′、ノ
ク　　　　技術の指導に関して　22号（1967）29′・ノ
〃　　　　不織布に関する研究　24号（1969）35′、ノ
ク　　　　衣服動作適応に関する研究
32号（1977）19′）
長野県短期大学紀襲
